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プロセスの概要  

 



プロセス 

 

プロセス管理： 
（１）プロセス割り付け：プロセスをメインメモリに割り付ける（空間的） 
（２）プロセッサ割り付け：プロセッサの実行時間をプロセスに割り付ける（時間的） 



スレッド（軽量プロセス） 

プロセス 

ダウンロード 

 プログラムの処理の流れのこと。 

例 1 単純な Web ブラウザの実装 (シングル スレッド) 
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例 2 シングル スレッドによる工夫した実装 
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スレッド 
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例 3 マルチスレッドによる実装 
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プロセス領域と 

PCB（プロセス制御ブロック） 

 

プロセス領域 

プロセス表 ＝ PCB（プロセス制御ブロック） 



 



割り込みとは 

• ユーザプログラムおよびハードウェア装置の
それぞれからOSへの多種多様なOS業務の
依頼、あるいは、そのためのOSとの通信を、
統一的に行う仕組み 

• プログラムの実行を、予想できない事態や不
測の事態の発生時に、強制的かつ動的に変
更する仕組み 



 



割り込みの必要性 

• 不測の事態：プログラムに記述できない 

• 異常や例外の検知：異常、エラー、例外 

• ハードウェア装置→OS 通信 

• ユーザプログラム→OS 通信 

• 競合するハードウェア利用要求の調停：プロ
セッサ時間スケジューリング、メモリ領域管理 

• 非同期動作しているハードウェア間の通信：
入出力割り込み 



割り込み要因 

• 内部割り込み … 内部装置でのプログラム実行の
結果発生する割り込み ー ソフトウェア割り込み 
– 暗黙的 

• 命令実行例外 
– メモリアクセス例外、特権命令違反、メモリ保護違反、不正命令、不正
オペランド、演算例外（ゼロ除算、オーバフロー） 

– 明示的 
• SVC：システムコールによる特権モード移行 

• ブレークポイント（トラップ命令） 

• 外部割り込み … 外部装置でのプログラム実行とは
非同期に発生する割り込み ー ハードウェア割り込み 
– ハードウェア障害 

– リセット 

– タイマ割り込み 

– 入出力割り込み 



多重レベル割り込み 

• ある割り込み処理中に、別の要因の割り込み
が発生 

• 割り込み処理の優先度（緊急性） 

–処理中の要因よりも高優先度割り込みは優先的
に受け付ける 

–ハードウェア障害→リセット→命令実行例外→入
出力割り込み→SVC→ブレークポイント命令 

– メモリアクセス例外、メモリ保護違反→演算例外 

–高速入出力装置からの割り込み→低速入出力
装置からの割り込み 



割り込み処理 

０．割り込みの発生 

1. 割り込みの受付 

2. 割り込み禁止状態への移行 

3. ハードウェア状態の退避（PSWの退避） 
4. 割り込み要因の識別 

5. 割り込みハンドラへの分岐 

6. ソフトウェア状態の退避 

7. 割り込みハンドラによる要因ごとの処理 
（狭義の割り込み処理） 

8. ソフトウェア状態の回復 

9. ハードウェア状態の回復 

10.割り込み可能状態への移行 

11.割り込み受け付け時点への復帰 

６～８：割り込みハンドラ 



システムコールを例とした割込み 

ユーザプログラム 

割り込みハンドラ 

ユーザモード 

カーネルモード 

システムコールのサブルーチン 

ライブラリ 

syscall(x,y) 

• SVC命令の実行 

• 割込みの発生 

割り込み処理 

• 割込みの分析 

• パラメータ取得 
システムコール
を処理するサブ
ルーチンの選択 

ユーザプログラム 

の復帰 

戻り値の設定など 

関数からの復帰 

パラメータ、システム
コール番号の設定など 

www.am.ics.keio.ac.jp/members/morimura/teu_os/OS_3.ppt  



ＯＳのモジュール構成（概略） 

カーネル 
割り込み処理 

プロセスディスパッチ 

システムサービス 

プロセス管理 メモリ管理 

ファイル管理 入出力管理 通信管理 

サービスモジュール群．．． 

ユーザプロセス ユーザモード 

カーネルモード 

システムコール（ＳＶＣ） 
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プロセス管理  

（１）プロセス割り付け：プロセスをメインメモリに
割り付ける（空間的） 

（２）プロセッサ割り付け：プロセッサの実行時間
をプロセスに割り付ける（時間的） 



 



 

（１ミリ秒 ＝ １／１０００秒） 

マルチタスキング ＝ マルチプログラミング（多重プログラミング） 
            ＝ マルチプロセッシング 

 

プロセッサとプロセス（タスク）との対応を、「１プロセッサ対多プロセス」
で多重化し、時分割制御によってプロセス（タスク）を切り替えながら、プ
ロセッサをはじめとする各種ハードウェア機構を共用するＯＳのプロセッ
サ管理・制御方式 



 



 



 



 

（ブロック状態） 

（実行可能状態） 



プロセスの状態と状態遷移図 

「待ち」から「実行中」には直接遷移できない 

実行可能（ready） 実行中（running） 

待ち（waiting, 

ブロック状態） 

ディスパッチ 

スケジューリング 

事象発生 

ウェイクアップ 

事象待ち 

ブロック 

生成 消去 

（削除） 

プロセス 

横取り 



プロセス管理と割り込み処理 

ユーザプロセス 

割り込み 

OSレベル 

１．割り込み処理 

（カーネル） 

２．プロセススケジューリング（狭義） 
（システムサービス） 

３．プロセスディスパッチ 

（カーネル） 

ディスパッチ 

プロセススケジューリング（広義） 

プロセススイッチ（広義） 

割り込みによるプロセス管理フロー 



割り込みによるプロセス遷移 

実行可能 実行中 

待ち 

（２）ディスパッチ 

（１）ブロック 

（Ａ）ブロック割り込み 

 ＳＶＣなどの内部割り込みの場合 



割り込みによるプロセス遷移 

実行可能 実行中 

待ち 

（２－b）ディスパッチ 

（２－b）横取り 

（１）ウェイクアップ 

（Ｂ）ウェイクアップ割り込み 

入出力割込みなどの待っていた事象の発
生の場合 

（２－a）再開 



割り込みによるプロセス遷移 

実行可能 実行中 

ディスパッチ 

横取り 

（Ｃ）タイマ割り込みによるプロセス
スケジューリング 

ラウンドロビン方式など 

待ち 



ブロック要因とウェイクアップ要因の
関係例 

• 入出力処理を依頼するＳＶＣ（ブロック割り
込み） ⇔ 入出力完了割り込み（ウェイク
アップ割り込み） 

• ページフォールト（命令実行例外）（ブロック
割り込み） ⇔ ページを読み出す入出力完
了割り込み（ウェイクアップ割り込み） 

• プロセス間通信受信用ＳＶＣ（ブロック割り込
み）  ⇔ プロセス間通信送信用ＳＶＣ（ウェ
イクアップ割り込み） 



演習クイズ（第二回） 
• 割り込み要因において、内部割り込みおよび外部割
り込みについて例示しながら説明せよ。 



演習クイズ（第二回） 

• 「マルチタスキング」を以下の言葉を使って説
明せよ。 

–プロセス（タスク）、プロセッサ、時分割制御 



演習クイズ（第二回） 

プロセスの状態遷移図を描いて確認せよ。 

                     

         

 

         

          

          

 

       

 

生成 消去 

（削除） 

プロセス 

       


